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例えば2 fzu解指導j として 1つの長く複雑な作品を 「読解させる」ために教師が準備し
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達の意見を聞くのが楽しい」とか「自分の意見を伝えるのが楽 しい」という感f青を折々の授業
での取り組みで育てたい，と考えた。










思う。聞けば rl英字を間違えたら漢字ノートに00図書かされたJ(00は 50とか 100と
か)，という課題を苦役と考えている生徒も多い。そして r，、やいややったけど，やっぱり
漢字はよLえられなかった」と結論づける。そういう無力J惑を入学時に解消したいと思う 。
(2) 少ない個数を毎回覚える 『覚え方」を学び 1 身につける
r 1度に 50個覚えなさいj などと言ってもそれでは得意になれなかった1 という経験













して j 丸つけができたら，練習ページでひらがなを見て練習。 3分間」と伝える。生徒たち
は，丸つけが終わり次第，練習ページで練習。





















ことで 「音声言語を聞き】図形(具体的イメージ)を作る」 という練習になる。例えば， r尋
ねる j の「尋Jであれば， r上，中，下にパーツが分かれ，さらに中は左と右に分かれる。上
から順番にカタカナ，ヨ。 中は左，偏の方がカタカナ，エ，右，ヲ与の方が，カタカナ，口。そ















がてはっきりとした成果を作る j という 「成長j の枠組みを生徒に獲得させたいのである。
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(8) 中学2年 f 中学3年へのつながり
中学 1年の最初は，問題を口頭で出し，ヒントも出す。そのため，毎回 20分ほどを使った。
一通り学年配当の漢字Jを終えた後は， 1 0分から長引し、て 15分ほどの時間にしている。
中学 2年以降，かなり漢字の扱いはシンプノレにL-， 1 0分でおわる内容にしている。
また，この 「授業開始の 10分間の漢字 コーナー」は学年配当の漢字Jだけでなく 2
年時は 「自分で作る漢字 100間プリント」という課題を全員に課し，そこから筆者が選んだ





筆者が授業で使う文章は 1年生を対象とする場合，概ね 500字から 600字である。 50 
0字 600字 左いう量は新聞の一面下のコラム程度である(3年でも多くて 18 00字くら
し、)。それを 1枚のプリントにする。
大事なのは 「見渡し観j といったものだと思っている。「読むこと 」を 「書くこと」にもつ
なげたい。長く複雑な文章は教師によって練った質問がなされ，誘導されれば，構造的なもの
が読み解けるかもしれないが】生徒自身が読みとくのはずいぶん難しいだろうと思うのだ。
その点， 500宇 600字 という量であれば，どこが抽象であるとか，どこがその具体であ
るとか，ある程度練習すれば読めるようになるのではないか，と考えている。














態を作りたくない。 「多くを救う大乗仏教j に倣い「大乗型授業j への試みとも言えようか。
まる
(2) 1枚プリントを使った「 。 読み」の具体的やり方








ラス読みJと呼んでいる句点 (0) Jで交代する読みであ る。 となり読みでは，2から 3分
程度。そして，クラス読みでは，必ず l人が 1回以上読む場面があるよ うに設定する。クラス




















と「さらに抽象 (部分)J (これは抽象Jr具体Jrもっと具体Iでもかまわない 筆者はこ
の構造を「マグロ 3段」と提示している)に分けることができる。
， r具体Jと「抽象j が意識して警かれた文章を探すことができ。





② 単語「りんご くだもの・ぶどう ・キウイ Jを2つに分け，根拠も書いてみる。
③ 「具体 抽象Jの概念を知り ，閉じような問題を作り ，問題を共有する。
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④ 4~5 の文からなる文章を読み具体」 と「抽象 J に分ける。
⑤ 「具体」と「抽象j に分けることのできる 4~5 の文からなる文章を作り，クラスで解き
合う。
⑥ 4から 5の段落からなる文章を読み具体」と「抽象Jに分ける。
⑦ 4から 5の段溶からなる文章を読み， r具体」と「抽象」を意識させる問題を解く。
u例えば， 2段落， 3段落をまとめなさい」といった問題)
第2次 「抽象」と「具体J.rもっと具体』で複数の単語・複数の短文・複数の段落を分けてみる
① 「まぐろ さかな・本まくろ ・まぐろ」と「りんご・くだもの ・ぶどう・キウイ j の違い
を考え，説明する。→その説明を共有する。








⑥ (可能であれば) r抽象Jr具体Jrもっと具体j という関係になるような複数の段落のあ
る文章を生徒自らによって発見し，あるいは，創作する。
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と呼とか r"7グロ 3段」「マグロ 3段構造J(筆者は複雑さを加えたものというものへ，体j
読み解く機「どう書かれているかI教科書教材等でさらに複雑になったものも
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が脱 f繍向きモードIを作るのに有効だと考えている。 さらに余裕があり ，筆者が与えた文章
の構造を早速見抜いてしまった生徒は『具体と抽象を見分けるのに適当なテクストを探す」と
いったことで鍛えられる。「各自が力に応じて取り組むJというのは z なかなか思うようにう
まくはし、かないが，中に 「先生，見つけました。 どうでしょう Jと小学校の教科書教材からテ
クストを探してきた生徒もいた。常に教師が与え続けるのではなく，概念を与えたら，その先
は生徒自身が聞いを作ったり，探したりすることで自ら(あるいは自らの属する集団)の学び

























. r似てる」を探し，作る中で， r W似てる』ってこういうこと 」 という説明を試みるチャン
スをうかがう 。
(2) おおよその取り組み





第 2次 「似てる J トレーニングとしての 「ことわざ」


























「似てるJをさがし見つけること似てる j を作ること ，そして 「似てるJを説明できる
ことは思考力として重要である，と筆者は考えている。それらの能力を生徒に意識させ，その
力をつけていくことは実生活で生きてはたらくこと Jr言葉を通して的確に理解すること J
など，新指導要領に述べられる国語の 目標を達成する 1つの有効な方法となるであろう 。
国語科では，意識的に，あるいは無意識的にこの「似てるJの力をつけようとしてきた。
例えば時計の針がヒゲのようだ」 といった明日1Il， r彼女は僕の太陽だj といった暗輸に
注目する授業。また，詩全体がダチョウ j のことを述べているが，それは「人j を表して







さまざまな形であらわれているものをどこかで 1度， r W似てる』思考(アナロジー思考 ・
類推思考)である」 と意識させることが必要である， と考えた。つまり比輸j であれ寓







れまでの経験や歴史的な事象の中から 「似てる j を探 L，解決の糸口を探る，など。それらの
機会に 「似てる」の力を使おう，と意識化できることは，理解や類推や問題解決に有効である。





















本実践 「似てるを見抜く ・似てるを作る j も 「具体・抽象」で得た力を基礎とし(2つの具
体的事象を「似てる j と見抜くためには，あるいは[似てる Jを説明するためには，抽象化の
力が必要であろうにさらには具体と抽象J と同じようにテーマを明確に掲げ，単純なテ
クストから複雑なテクストへ}あるいは 「身近な内容から身近でない内容へ」と扱うテクスト














「学年通信」のひとつはサッカー用語の 「ノレックアップ」と「似てる 」 日常を探す， という
もの。もう 1つはコノレフのタイガー・ウッズの父と 「似てるJと解釈できる日常の場面を探す，
というもの(資料 12) である。これらは，授業以降， r廊下が騒がしくても，大丈夫。あれ，
タイガー ・ウッズのお父さんだからI というふうに使い，比I戦表現を「慣用化J している。
「学年通信」の後，ことわざ 「縁の下の力持ち」と「雨垂れ石を穿つj の具体例を考え，共
通点の多寡などで 「似てる度j がありそうなことも考えた。
そして!新聞コラム(資料 13) も用い】 「似てるJの力を鍛えようとした。ただ，新聞コ
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ラムの空欄を埋めるのは， rw似てる 』 の力」入門期の生徒の多くにとっては難しかったよう
である。
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) ら るめ間 利がどうに以かるでヨの てれにあ い
かく 。にだ を、こに盆 世とな l 性 はぱ残つ
長らる 有、と 行逆もみも古昇、いク格 コ紳る宍 !こ
く農 給「い 使に交え正 一祝止がを 士よ 挑
経る 一体う す疲通る月イの日心浮た でう船
抄とま ヵ暇が るれ渋 ・ も 1祝派置かく す求長 戦
」か族 月を、 かを滞 数ア日がきんみ 九 時は 』
産で特 あと消 らたの 目、数圧なでに A イた救
経、有 まつ化 、めう 問ォに倒くく表 タ @ 命
ジの りたし 好てえ と l なす体る現 リ米ポ
新ョ性 のらて き仰に るスつるめ 。 し ア国 1
同!向 フポい なっ、 かトて哀な有て 人人卜
平クら ラスる 時てホ らラいしい給い ににの
成の L ントの j明くテ 、リるさ 。体る )はは定
船ぃ スがは にるノレ 海ァ 。だ「暇。員
00 長。 、な五 安 。や 件、日。祝を大 と女あに
(5) 自の前の生徒と「似てるの力」
生徒は時計の針がヒゲのようだ」を「直愉であるJ.と理解することはできるしどん
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パズノレ的問題 パズノレ的問題の提示と !生徒の作間 ・共有
言語的問題の提示[よいたんぼうがえんたこいてずだいおうじようしたj の訳
先祖をイメージ








第 3次 漢文版 IよくわからないIに挑戦




5 蛇足Iの書き下し文を 「。読みJ L.，おおよその意味を推理する。




① なぜ rwよくわからないこと 』 に挑戦」とわざわざことわるのか
直感であり，理論的根拠を持っていないが(探せばあるかもしれない)， rよくわからないj
ことを楽しむ生徒は伸びる。知的能力が高い。 Iよくわからなしリ ことを恐れる生徒はどこか
で頭打ちになる 。 ひょっとすると，これは「知的能力」とは r ~わからないこと』を楽しむこ
と」と同意なのかもしれず，とすると根拠などというより ，単なる同語反復なのかもしれない。
「教室」を I教室」として機能させたい。「 よくわからないけ「それは 『わかる』楽しみ
の入り 口 と楽しめる場を作りたい。わかったふりしてうつむいたり，わかるわけないさと
逃げたりしない，そういう場を作りたい と，この単元のテーマを決めたような記憶がある。
r 1問 1答j のすがすがしさでなく，どこに糸口があるかも最初はわからないけど，だんだ
んわかってくる，ような体験を少しでも持たせたい，と考えた。
② パズル的問題で「わからないことJに挑戦する枠組みを作る
「テレビでやってたけどj と rS . M ・口 ・W.T.口 .S，さて，口の中に適当なローマ
字を入れて。根拠もいってねJ とスクートした。
これは頭文字」と気づき r7個」 と気づくことで，ひらめきに近づく 。曜日の英語表






とで「酔いたん坊(酔っ払い)Jが 「えんたこいで(動かなくなって)J rずだい(とても)J r往
生した(大変だった)Jにたどり着く 。辞書を使って「わかるJのも学習だが，辞書を使わず，
手持ちの知識のやりくりで正解に近づく練習である o
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さらに，ヒン トとして次のプリントを与える(資料 1 5)。
「誰の手紙か]を探ろうとして，古文を読み，自分の言葉につなげ，推理する。そして 7 さ
らにヒントを得ようと j 次の古文を読む。そ ういう繰り返しで，古文にも慣れ，ざくっと読ん
で文意を推理することにも習熟する ，という寸法である。
1枚目のプリントを理解するために 2枚 目のプリントを読み込み， 2枚目のプリントを理解





i朔って， ドミノのように，今までわからなかったことが読み解ける， という経験であろう 。
この rwよくわからない』に挑戦j の古典編では竹取物語」と 「浮世物語」を使った。
「浮世物語」でも ， 1枚目のプリント(資料 16) では 「何について舎かれた文章か」を間
い，大きなヒントになりそうなところも c として空欄にしている。次に配るプリン ト
では c は埋められている。 「竹取物語」 同様， 1枚目をわかろうとするために， 2枚
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何 桂 の b b 音 の し え
治、
の 足 せ 中 ず b 
立 つ 〈江 用 れ 給 願 A 戸 り t= て へ を ) 本 己6時 も て 』 人 文ち 立 と 治、 の代 立 iま lま を 挽て ち い lナの た 足 さ長 晶 由 て 〉 ど と 鶴 戦作 ず も き が り ひ い う り み
晶 。 向 、 立 か c そ3 ま
全三 へ て り け せ や ( 〈
古
行 見 iす る つ 日 文
浅 長三 。 め も ま り 編
:n; 
泊、 ん り ま て と し し弁 れ の
7 の と を て き 文
意
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も
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。 う
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盾Jr五十歩百歩Jr蛇足j を用いた。意味の解説は極力少なくし，r， 0 読みj を繰り返した。
[読み慣れる」ことで，生徒自身が推理しやするさせるためである(資料 18，19，20)。
② ① 友 ② ① 自 ⑤ ④ ③ ② ① 漢事資
達 分 文ん料
A A の A A で A A A A A 
(だ 1
中こ 7問 問 レ レ レ 国主B B 題 B B し、 B B B B B 5書室
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し、 F F よ E F F て フ
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ヒ ヒ 書 書 書 でだお 訓資ン ン き き き 楚そ も書気 官料ト 卜 下 下 下 、きづ
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カ主 て 矛t き り目り み 点まが(
や よ 者: ←ー~。 聾「す フ
し、 上 ぉ超 人










注)資料 19について。訓点のよ下点はいわゆる 「中学で教えるへきこと Jではない。けれど， r ~よくわ
からなし、』に挑戦」という目的のもとではもったいない。既知の「一二点Jを応用すれば!やり方が導か
れる。そ ういう思考力をつけるために活用したい。







る お た の れ 人2 とカミ 人t し、
、
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子し な め 。 く 書号2 ヤれ の の き て 、 ぐ Jレ
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、 盾E 。 盾、F イコ の」 。 「 L-
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文 あ カヨ き =司 読




。コ の と 3ド 練
ざ 盾号 手Ijり
、 子楽 り を な よ ~ 習
し き 陥さ与 る く よ プ
も 。 、 陥主 1) 
注)資料 20 。このプリ ントを見て。読み」練習を繰り返し，読み慣れる。
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1 ちょっとした負荷を最初に 一一「よ くわからない」に挑戦させる
漢字学習で述べたが，漢字問題は，まず 「閉し、Jから始まる。「 しこうさくごI と音声で問
い，生徒はそれを書き付けようと思う 。 「見たことある IJとか rwしこう』は書けた。『さく
ご』ってjなどとちょっと考えている。そういう 「ちょっと悩む」のがよいと思う 。テレビ(日



















莫能陥也。 Jと提示し， rどうしましょう Jと問う。そうやってよくわからない」
を l度確認しておいたほうが，かつての日本人が「よくわからない」ことに接した時，ひね
り出したと思われる知恵「訓読点」を，より「すばらしし、J と思えるだろう。




























大村はま (2004) は 「わかっていても言えないこともあります」と述べるロ「わかって
いることがそのとおり口に出せる，あるいは書けるというのは (pp50-51)容易ならざること
です。わかる力と表す力は別のものです」。
























題を，できるだけ，各 自で作る。その閣姐を集め，W;者がプリン ト化 l.-，次時に配布する。た
くさんの問題に取り組め，先に述べたようにできた ?次に挑戦j ができるし，さらには，
隣の友達の考えや世界観を知る機会を得ることなどクラス作りのねらいもある。















①アティンパニーイ シンパノレ ウ ハスドラムエ打楽器
②アビオライ弦楽器ウコントラパスエチェロ



















5 実践計画 (カリキュラム)は日 々書き換えられる
生徒の取り組みや表情，書いてくる内容などから，次の 1寺聞の実践は決められていく 。 「わ
かる J[できる j ことをめざし，プリントを中心とした授業を展開する。 当然ながら思っ
たよりも理解していない」とか「思った以上に早く理解した」など，目論見と違う反応を生徒
がする場合もある。あるいは， [暑 さが続いて，厳しい IJということだって，なくはない。
そういうとき，準備していたプリントと違う内容にしたり，順序を変えるなど，対応する。
例えば，意味論で 「抽象のハンゴj と呼ばれる概念 (S • 1 .ハヤカワ (1985))を，単純
化し抽象J[具体J [もっと具体」という 3段階として教えるとき，筆者はその概念を [.，.
グロ 3段」と呼ぶが，それは，以前の生徒が作った問題を受けてのことである(資料 6 )。
単純な 「具体と抽象j を見分ける聞いを作らせる場面で抽象，具体?もっと具体」の構造
の問いを作ってしまったのである。このように，生徒が作った問題には誤答も当然含まれるが，
そこから学ぶべきことはあり y それに対応し，このように 「それは大事な概念j と顕彰して名
をつけることもあれば，また，誤答に対応したプリントなど，活動を新たに作ることもある。
146← 





うになるものではない。第 1学年で「漢文」をやる中， rw似てる 』を考えよう J といった発
聞をしているように(資料 2 1 )， 2年 3年でも折々の文章等で，繰り返し用語を提示し，
活用を求める。
「生徒が作聞を出し合う Jというやり 方は第 2学年では 自分で世界から選んだ 100問
自作プリント」や 「四字熟語 10個選ぶ」といった活動に繋がる。
次第に， r持ち寄り」という概念で筆者自身が捉えるようになる。
「持ち寄り Jの機会を増やし，みんなでアイデアを出し合う 。生徒が自ら問題を作ると 「問
題をやる機会が多くなる」とか「メタ認知できるJ といった利点だけでなく持ち寄る」経
験をとおし， r持ち寄りを楽しむJ作法を学んでいる，とも言えるだろう 。 1年の時，プリン
トの端に 「みんなも問題を作ろう I と書き込むやり方が，少しずつ形を変え，規模を変え，意
義を得て，練られているように思う 。
そうやって他者のアイデアに興味を持ったり 2 自分のアイデアを伝える楽しさは 2年，そ









る生徒もいるが， r知らなし、j とか 「わからないj も，けっこう授業の中で聞かれるようにな
った。プレゼンを聞き合う経験などが， r知らなしリ を言える関係を作っているようである。














自己紹介やふるさと自慢などお願いしている。 それらで生徒が「閣くおもしろさ j を繰り返し
経験したということも，後に 「プレゼン演習Iが可能になった理由のひとつと理解している。
実習生は，進路選択，海外旅行，パイト，受験，恋愛など多彩な経験をしている。 生徒は，そ
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